
27 北海道自治研究 ２０２１年４月（Ｎo.627）

議
会
改
革
短
信
第
50
号
・
最
終
回

西
科

純

議
員
自
ら
の
発
信
が
技
術
の
革
新
に

連
載
は
終
わ
れ
ど
、
議
会
技
術
の
研
究
は
つ
づ
く

　
本
連
載
の
「
議
会
改
革
短
信
」
は
今
号
で
一
端
連
載
を

終
え
る
。
議
会
技
術
研
究
会
の
活
動
の
一
環
と
し
て
四
年

間
で
五
〇
回
（
他
に
番
外
編
二
回
）
に
わ
た
り
、
延
べ
三

二
人
が
執
筆
し
た
。
会
員
を
中
心
に
、
各
議
会
で
取
り
組

み
中
の
改
革
・
活
性
化
策
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
加
え
、
私
見

な
ど
を
記
し
て
い
た
だ
い
た
。
執
筆
者
の
選
考
は
、
神
原

勝
氏
（
北
海
道
大
学
名
誉
教
授
）、
松
山
哲
男
氏
（
前
登

別
市
議
）、
辻
道
雅
宣
氏
と
髙
野
譲
氏
（
北
海
道
地
方
自

治
研
究
所
研
究
員
）、
阿
部
忠
彦
氏
（
千
歳
市
職
員
）、
渡

邊
三
省
氏
（
前
札
幌
市
職
員
）、
筆
者
（
芽
室
町
職
員
）

の
七
名
が
月
に
一
度
、
札
幌
市
で
開
く
運
営
委
員
会
で

行
っ
た
。

　
当
研
究
会
は
、
議
会
改
革
の
第
二
ス
テ
ー
ジ
の
命
題
で

あ
る
「
政
策
議
会
へ
の
転
換
」
を
睨
み
、
理
論
と
実
践
を

反
復
す
る
技
術
革
新
を
目
的
に
設
立
し
た
。
当
研
究
会
が

主
催
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
研
修
会
に
参

加
し
た
会
員
議
員
が
各
議
会
で
議
会
改
革
・
活
性
化
を
実

践
し
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
に
投
稿
し
た
記
事
を
目
に
す
る

こ
と
は
至
極
の
喜
び
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
活
動
を
実
践

す
る
議
員
・
事
務
局
職
員
な
ど
を
中
心
に
「
短
信
」
の
執

筆
を
依
頼
し
、
多
忙
な
議
会
活
動
の
な
か
、
締
め
切
り
ま

で
短
い
日
数
で
寄
稿
い
た
だ
い
た
。

　
議
員
個
人
が
自
ら
の
議
会
を
代
表
す
る
か
の
よ
う
に
活

動
の
紹
介
を
し
、
私
見
を
述
べ
る
こ
と
は
勇
気
が
い
る
こ

と
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
議
会
改
革
・
活

性
化
の
取
り
組
み
や
成
果
、
な
お
も
潜
む
議
会
内
部
の
課

題
を
含
め
、
議
員
自
ら
発
信
す
る
こ
と
が
、
技
術
の
革
新

に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。
私
自
身
も
本
誌
が
届
く
と

真
っ
先
に
「
短
信
」
に
目
を
通
し
、
そ
し
て
心
を
躍
ら
さ

れ
た
。

　
し
か
し
、
突
然
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
っ

て
、
研
究
会
の
活
動
は
一
変
し
た
。
計
画
し
た
事
業
は
全

て
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
各
議
会
で
も
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由

に
議
会
改
革
・
活
性
化
事
業
が
制
約
さ
れ
た
。
議
会
・
住

民
交
流
事
業
の
開
催
が
見
送
ら
れ
、
本
会
議
で
は
傍
聴
が

制
限
さ
れ
、
専
決
処
分
の
乱
発
な
ど
が
広
が
っ
た
。
そ
れ

で
も
、
常
任
委
員
会
や
議
会
報
告
・
意
見
交
換
会
を
オ
ン

ラ
イ
ン
で
実
践
す
る
議
会
が
登
場
し
、
各
議
会
、
議
員
の

地
道
な
努
力
と
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
に
は
敬
服
す
る
ば
か
り

で
あ
る
。

　
私
自
身
も
、
別
海
町
、
江
差
町
、
新
ひ
だ
か
町
、
沼
田
町
、

白
老
町
、
富
良
野
市
、
深
川
市
な
ど
か
ら
声
が
か
か
り
、

微
力
な
が
ら
議
会
改
革
・
活
性
化
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
。
当
研
究
会
の
取
り
組
み
を
評
価
し
て
い
た
だ
い
た

か
ら
で
あ
ろ
う
。
と
き
に
、
議
会
を
め
ぐ
る
課
題
は
、
大

規
模
災
害
や
コ
ロ
ナ
な
ど
の
緊
急
時
に
お
い
て
大
き
く
転

換
を
迫
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
平
時
に
お
い
て
、
基
本
的

な
運
営
基
盤
が
つ
く
ら
れ
て
い
れ
ば
、
緊
急
時
で
も
即
応

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
会
基
本
条
例
制
定
に
沿
っ
た
運

営
が
な
さ
れ
て
い
れ
ば
、
対
策
や
対
応
を
練
る
こ
と
は
容

易
と
な
る
。
議
会
改
革
・
活
性
化
は
、「
全
国
初
」
や
「
北

海
道
初
」
を
競
う
も
の
で
も
な
く
、
目
新
し
く
突
飛
な
こ

と
を
行
う
こ
と
で
は
な
い
。
た
だ
た
だ
、
議
会
が
抱
え
て

い
る
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
だ
。

　「
政
策
議
会
へ
の
転
換
」
は
進
展
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

私
が
注
目
す
る
別
海
町
議
会
で
は
全
議
員
で
一
般
質
問
の

研
修
を
行
い
、
議
員
同
士
が
事
前
に
意
見
を
出
し
合
っ
た

う
え
で
質
問
に
臨
ん
で
い
る
。
終
了
後
は
、
常
任
委
員
会

で
追
跡
調
査
を
行
い
、
執
行
機
関
側
に
政
策
提
言
す
る
流

れ
を
つ
く
り
、
議
会
と
し
て
総
合
計
画
の
策
定
と
運
用
に

踏
み
込
ん
で
い
る
。
議
会
広
報
も
「
政
策
議
会
広
報
」
と

呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
出
来
映
え
だ
。
議
会
運
営
そ
の
も
の

が
「
政
策
議
会
」
に
向
か
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
思
え
ば
、

議
長
・
事
務
局
職
員
も
当
研
究
会
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加

し
、
活
動
内
容
を
報
告
す
る
な
ど
、
早
く
か
ら
頭
角
を
表

し
て
い
た
。
ま
た
、
沼
田
町
議
会
も
住
民
と
の
交
流
を
開

始
し
、
政
策
議
会
に
取
り
組
む
姿
勢
が
う
か
が
え
る
。

　
一
方
で
、
未
だ
に
議
員
個
人
で
改
革
を
唱
え
る
に
と
ど

ま
り
、
ジ
レ
ン
マ
に
も
が
く
議
員
も
い
る
。
私
は
仲
間
と

な
り
得
る
議
員
と
少
し
ず
つ
学
習
を
進
め
る
こ
と
を
促
し

て
き
た
。
富
良
野
市
周
辺
で
は
当
研
究
会
会
員
の
女
性
議

員
が
集
い
、
研
究
会
活
動
を
開
始
し
た
。

　
さ
て
、
今
後
の
当
研
究
会
の
活
動
で
あ
る
が
、「
短
信
」

で
広
が
っ
た
改
革
の
渦
を
も
う
少
し
大
き
な
も
の
へ
と
し

た
い
。
私
個
人
と
し
て
は
、
道
内
に
「
政
策
議
会
」
と
呼

ぶ
に
ふ
さ
わ
し
い
議
会
の
登
場
に
期
待
し
、
コ
ロ
ナ
禍
が

明
け
、
当
研
究
会
の
事
業
が
開
催
で
き
る
日
を
待
ち
わ
び

て
い
る
。
連
載
の
終
了
に
あ
た
り
、
ご
愛
読
い
た
だ
い
た

読
者
各
位
、
連
載
の
場
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
北
海
道

地
方
自
治
研
究
所
に
改
め
て
感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
。
連

載
は
終
わ
れ
ど
、
議
会
技
術
研
究
会
は
つ
づ
く
。
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会
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術
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会
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元
北
海
道
芽
室
町
議
会
事
務
局
長＞


